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脳の可塑性につながる“リズム感覚” 

 

赤ちゃんが、リズム感覚をもとにして様々なこと

を学んでいき、「ぎこちない動き」が、後に重要とな

るというのが前回の話しでした。このことは何を意

味しているのか…。これが今回のテーマとなります。 

赤ちゃんから幼児へと成長すると、見た目は機敏

で巧みな動きをする子もいれば、そうでない子もい

ます。親からしてみれば、機敏な子の方が嬉しいと

思うし、将来的にも期待が持てると思うことでしょ

う。しかし、この時期では、必ずしも将来を予見す

ることはできません。もっと大切なことがあるはず

です。それは何かというと、表面的な動きではなく、

「内に秘めた感覚」のことです。 

前回述べたように、赤ちゃんはリズム感覚の発達

を土台にして、音楽的な歌や楽器に興味をもち、会

話や運動の発達へとつなげていきます。つまり、リ

ズム感覚が多くのことを学ぶきっかけとなるわけで

す。ポイントとなるのは、決してこれらの学習が完

全に達成させるといった方向に向かわないというこ

とです。リズム感覚は、確立されたリズムではなく、

ある種の基本リズムを短くしたり、長くしたりと変

化させていくといった状態で、それぞれを学習する

ことになるわけです。そのため、「ぎこちない動き」

が保たれています。それは、「内に秘めた感覚」とも

いうべきもので、後の応用力の原点となるものです。 

基本リズムというのは、それぞれの赤ちゃんや幼

児によって、まったく異なるのかというと、そうで

はなく、かなり共通性の高い、同じようなリズムと

もいえるものです。コオーディネーション理論では、

このリズムを「固有周期」と呼ぶことにしています。 

嘉麻市でのいろいろな研修会に参加された方の中

には、実習で経験し聞き覚えのある方もいらっしゃ

るのではないかと思います。要するに、「固有周期」

を基本にした弾力的な学習こそが本来の学習であっ

て、運動にしても、音楽にしても、集団的行動やコ

ミュニケーションにおいても、後々に重要な意味合

いを持つことになります。 

この固定化されていないリズム感覚による行動の

学習こそが、後に「何かに合わせる能力」を得るこ

ととなり、最も重要な脳の可塑性、つまり弾力的で

いろいろな状況に適応する能力へとつながっていく

ことになるわけです。高いレベルに達した段階では

「ぎこちない動き」は見られないでしょう。しかし、

それは目立たないだけで必ずといっていいほど残っ

ています。意外に思うかもしれませんが、トップア

スリートも例外ではありません。つまり、「ぎこちな

い動き」とは、正確な動きから一定程度の「ずれ」

を、あえて保っている状態であって、「ずれ」を打ち

消す仕方とともに、ずらし方も学習としていると考

えて下さい。 

幼児や児童に対する運動指導で、「正確な動き」を

強いると、動物のような動きを覚えることがありま

す。実は、こうした指導上の問題には、多くの要素

が含まれていますが、その一つに、本来は楽しく快

適さを感じるはずのリズム感覚からの逸脱が含まれ

ます。 

私は、スポーツにしろ、音楽にしろ、さらには勉

強全般においても、このリズム感覚の問題が土台に

あることに注意すべきだと考えています。脳と神経

の発達は、時間的な変化を調整するということから

始まります。人間の行動に見られる学習は、このこ

とと関係しているのかもしれません。 

 


